ギラン・バレー症候群について
カンピロバクターは、稀な事例ではありますが、「ギラン・バレー症候群」の原因のひとつと、目されております。

この症状は、カンピロバクターに曝露された後、１ないし２ヵ月後に末梢神経を侵される症状から始まり、徐々に体の中心部へと麻痺が広がっていきます。麻痺が心筋まで及ぶと生死にかかわります。

発病した場合は相当高率に死亡事例がみられ、20%程度には後遺症が残ります。リハビリには長期の療養が必要となり、予後はよくありません。
他の食中毒は一過性のものが多いですが、カンピロバクターは「時限爆弾」といっても良い食中毒になります。
今回、発病されなかった方も、カンピロバクターに曝露されたということは一緒で、この事実は消えませんので、発病しなくても負ったリスクは同じと考えてよいと存じます。
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ギラン・バレー症候群発症の特徴といたしまして、多くは

· つまづく

· 手がしびれる(ものを落とす)

などの症状で始まり、

左右同時に出現することが特徴となります。

今後このような症状が、発現した場合には、躊躇せず即受診してください。
症状の進行は大変早く、治療の遅れは、重篤な障害や死亡につながります。今後二ヶ月くらいはご注意くださるようお願いいたします。

また、今後、運悪く発症した場合、公的機関である保健所の喫食者リストに登載されていないと、裁判等や補償の際に不利となります。

できましたら、今回の調査にご協力いただき、名簿に登載されておくことをお勧めいたします。
